高等学校第２学年「生涯を通じる健康」（結婚生活と健康）

１．単元名「結婚生活と健康」

２．単元の目標

　・思春期から結婚生活における健康に関心を持ち、学習活動に意欲的に取り組むことができるよ
うにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度）

　・思春期から結婚生活における健康課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、

総合的に考え、判断し、それらを表すことができるようにする。　　　　　　　（思考・判断）

　・思春期から結婚生活における健康課題の解決に役立つ自らの適切な対応及び我が国の保健・医
療制度や機関の適切な活用のための基礎的な事項を理解できるようにする。　　（知識・理解）

３．単元について

　少子化およびその背景にある未婚者の増加や晩婚化が進む中、高校生にとって、結婚をすることや自分の子どもを持つことはまだまだ先のことと感じているかもしれない。しかし、自分の結婚について展望し、それが自分や家族の健康にどのようにかかわるかについて学ぶことは重要なことである。健康な結婚生活を営むためには、社会的自立・精神面の発達・性機能の成熟など、さまざまな条件が整うことが必要である。
４．単元計画
	
	第1時
	第2時
	第3時
	第4時
	第5時（本時）

	主な学習内容

・学習活動
	思春期と健康
	性への関心・欲求と性行動
	妊娠・出産と健康
	避妊法と人工妊娠中絶
	結婚生活と健康

	
	○思春期には生殖器が発達すること。

○思春期には不安や悩みが多いこと。

	○性意識には男女差があること。

○不正確な情報に惑わされないこと。

	○母体の健康を維持すること。

○母子保健サービスを活用すること。

	○安全で確実な避妊法を選ぶ必要があること。

○人工妊娠中絶は、女性にとって大きな負担となること。
	○心身の発達が結婚生活の基盤となること。
○よいコミュニケーションが結婚生活を支えること。

	
	1.思春期における男女の体の変化について話し合う。

2.思春期の無理なダイエットが身体に及ぼす影響について考える。

3.思春期の心理的特徴について考える。

4.思春期には性機能が発達し、思い悩む時期であることを知る。
	1.男女の性意識の高まりや性的欲求の違いを知る。

2.性情報の目的や信頼性について理解する。

3.事例から「A子」の行動について、グループで話し合い意見発表する。

4.性にかかわる意志決定や行動選択を考える。

	1.受精・妊娠の成立を理解する。

2.胎児の成長過程や出産について理解する。
3.妊娠中の健康管理の大切さを理解する。

4.母子の健康を維持するには、家族や周囲の人たちの温かい思いやりや協力が大切であることを理解する。

	1.コンドームなどの避妊法について知る。

2.手記をもとに自分の考えをまとめ、発表する。

3.人工妊娠中絶の問題点を知る。

4.母体保護法を理解する。

5.男女が正しい避妊法や、お互いに協力することの大切さを理解する。
	1.晩婚化の理由について考える。

3.妊娠・出産適齢を理解する。

4.家族の健康習慣にかかわる家庭の役割について理解する。


５．展開例（５／５時間）

（１）結婚生活と健康

（２）本時の目標

　　・結婚生活を健康的に送るために必要な行動を総合的に考え、判断し、表すことができる。

（思考・判断）
　　・心身の発達が結婚生活の基盤となることや、よいコミュニケーションが結婚生活を支えることを
　　　理解することができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）
（３）展開　　　
	
	主な学習活動・学習内容
	○指導上の留意点　　　◆評価
	資　料　等

	導入

10

分
	1. 結婚に対する希望について意見を言う。

〈予想される反応〉

・25歳くらい。

・結婚はしない。
	○何歳ぐらいで結婚しようと考えているか質問する。
○法律で結婚が認められている年齢について説明する。

	学習カード



	
	2.晩婚化の実態について知る。

〈予想される反応〉

・結婚が遅くなっている。

・遅くなると健康に対する影

響があるのかな。
	○資料を提示し、晩婚化の実態について説明する。
	資料１

晩婚化の実態

	展開

30

分
	3.学習のねらいを知る



	
	

	
	4.晩婚化の理由についてグループごとに考える。
〈予想される反応〉

・経済的な問題かな。

・高学歴化の問題もある。

・働きやすい環境が大切だ
と思う。
	○グループをつくり、晩婚化の理由について思いついた内容を付箋に書き、画用紙等に貼らせる。
○各自の内容をグループ内で発表し、内容別に付箋をまとめる。


	

	
	5.晩婚化が健康に与える影響についてグループで考える。
〈予想される反応〉

・流産の危険性が高くなる。

・妊娠しにくくなる。

・20代で出産するのが安全みたいだね。
	○資料２・３を提示し、どのようなリスクがあるか、考えさせる。
○出産適齢があることに気づかせる。
◆【思考・判断】

結婚生活を健康に送るため必要な考え方や行動について、課題を見つけたり、整理したりするなどして、それらを説明できる。（記述や発言）
	資料２
自然死産率

資料３
年齢別妊娠までにかかった期間

	まとめ
10
分
	6.学習のまとめをする。 
	○本時、学習したことや思ったことを学習カードに記入する。
◆【知識・理解】

心身の発達が結婚生活の基盤となることや、良いコミュニケーションが結婚生活を支えることを理解することができる。（記述や発言）
	


晩婚化の理由や、健康に与える影響について考えよう。





・心身の発達が結婚生活の基盤となること。


・よいコミュニケーションが結婚生活を支えること。








